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研究成果の概要：本研究では、日本人英語学習者の技能統合型ライティングを行っている際のライティングプロ
セスを混合研究手法を用いて分析した。
分析の結果、どちらのライティングタスクでも、主に語彙面に注意を向けてタスクを行っていることがわかっ
た。独立型ライティングタスクでは、文法面に関連する処理が多く、技能統合型ライティングタスクでは、より
難易度の高い語彙を使おうと、語彙を精緻にしようとするプロセスがより多く行われていた。アイトラッキング
の分析からは、学習者が語彙について考えている時には、技能統合型ライティングタスクでは、リーディングの
本文を見る傾向が見られた。

研究分野： 英語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
技能統合型ライティングタスクはこれまでは、言語テストで使用されることが多かったが、実際の指導におい
て、言語学習面にどのような効果があるのか議論されることが少なかった。特に学習者がタスクを行っている際
のプロセスの研究については、これまで希薄であり、学習者がどのような言語処理を行っているのかがわからな
い状態であった。
本研究は学習者のライティングプロセスを分析するために、思考発話法・キーロガー・アイトラッキングという
３つの研究手法を混合し、技能統合型ライティング遂行時のプロセスを調査することができた。
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ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 

 

2022 年より施行される高等学校新学習指導要領において、外国語科（英語）の授業では、４
技能５領域を「統合」した授業実践が求められる。英語外部検定においては、TOEFL iBT や
TEAP などで読んだものを要約したり自身の意見を書くなどの「技能統合」の力を測る問題が
出題されてきた。一方で指導法としては、実証研究の蓄積は不十分であり、技能統合型ライテ
ィングの教育的効果を調査した研究は少ない。これまでの研究では、成果物として算出された
ライティングの評価の側面での研究が大半を占め、タスク遂行時のプロセスを分析した研究は
多くなく、ブラックボックスとされてきた。ライティングタスク遂行時のプロセスを分析する
ことで、成果物を分析するだけでは理解できない学習者の学びの過程を可視化することができ、
技能統合型ライティングがより深い読解や思考につながるのか、言語情報への気づきを促進さ
せられるかなど、教育的効果を調査することができる。この点を踏まえて、本研究では、技能
統合型ライティングの一連のプロセスを探求するプロジェクトの一端として、１年間でプロセ
スをモデル化し、学習効果の中でも、言語情報に対する気づきを第二言語習得研究の観点から
調査する。この目的の実現のために、技能統合型ライティングを行っている際の言語習得に関
わるリアルタイムなプロセスや思考を混合研究法で分析する。 

調査方法としては、量的・質的研究技法を混合的に用いり、正確な理解に導くことができる
ようにする。量的な研究として、学習者が技能統合型・独立型のタスクを行っている時の視線
を Eye-trackingを用いて分析する。タスク遂行時に学習者がどこをどの程度凝視しているかを
分析することで、言語情報のどのような点に選択的注意 (selective attention)が向いている
かを計量的に知ることができる。次にライティングを行っている時の停止や修正を分析するた
めに Key-stroke Loggingを用いる。この技法はコンピューターのキーボードに打たれたプロセ
スを蓄積し、分析することを可能とする。停止の位置や長さ、連続して入力された語数(P-burst)
などから、停止時の思考の種類を推測することができる。これらの技法に加え、質的研究とし
て、タスク終了後に思考過程の発話により、思考プロセスの分析を可能とする Stimulated 
Recall を実施する。この手法では、タスク後に Eye-tracking や Key-stork などの映像を刺激
として見せながら思考発話を促す。発話されたものはコーディングし、質的・量的にも分析す
る。混合研究法を用いることで、技能統合型ライティングのプロセスの中で、言語情報に対し
てより多く深い気づきが得られるかについて、正確に分析することができ、技能統合型ライテ
ィングの教育的効果の一端についての理解に繋げられる。 

 

２．研究成果 
  
分析の結果、どちらのライティングタスクでも、学習者は主に語彙面に注意を向けてタスク

を行っていることがわかった。また、独立型ライティングタスクでは、文法面に関連する処理
が多く、技能統合型ライティングタスクでは、より難易度の高い語彙を使おうと、語彙を精緻
にしようとするプロセスがより多く行われていた。 
アイトラッキングの分析からは、学習者が語彙について考えている時には、技能統合型ライ

ティングタスクでは、リーディングの本文を見ることが多く、文法事項について考える時には、
自分がすでに持っている文法知識を使うため、本文を見ることが少ない傾向であることがわか
った。 
さらに、文章の質を分析した結果、技能統合型ライティングタスクの方が、語彙の多様性の

値が高く、キーロガーによる分析で明らかになった、ポーズ（一定時間のライティングの停止）
の頻度が多かったことがわかった。 
本研究の結果より、技能統合型ライティングタスクは特に語彙について学習者に深く考えさ

せることができるタスクであることが明らかになった。また、語彙について考えている時には
インプットのリーディングにある言語情報を注視し、そのインプット情報を活用しようとして
いることがわかった。 
少人数の実験ではあったが、混合研究法を用いることで、1 つの手法では明らかになりにく

い事象について分析することができた。今後、より多くの技能統合型ライティングタスクに関
する研究や指導実践が行われることが期待される。 
今後の課題としては、より多い人数を対象に研究を実施し、学習者の熟達度や言語適正など

がプロセスにどのような影響を与えるかなど、研究を発展させていきたい。特に、学習者のラ
イティング力とプロセスの関係性を分析することで、良い書き手がどのようなプロセスでライ
ティングをしているかなどを明らかにしていきたい。また、混合研究法の質的・量的研究の手
法についても知見を深めていくことが望まれる。 
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